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３
月
の
時
点
で
「
夏
に
も
な
れ
ば
収
束
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
話
し

て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
長
期
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
、
ア
メ
リ
カ
各
州
が
２
度
目
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
行

う
ほ
か
、
日
本
で
も
感
染
者
数
が
ま
た
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
最
中
、
世
界
最
高
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
来
日
を
果
た
し
ま
し
た
。
事
前
の
業

界
関
係
者
の
反
応
は
様
々
で
、「
そ
の
後
の
招
聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
来

日
の
突
破
口
に
な
る
」
と
前
向
き
に
と
ら
え
る
人
も
い
れ
ば
「
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
だ
け
が
特
別
な
の
は
納
得
が
い
か
な
い
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。特
に
同
業
の
招
聘
事
務
所
や
そ
の
関
係
者
な
ど
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
も
何
度
も
来
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の
憂
き
目
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
後
者
の
反
応
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

来
日
し
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
か
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
演
奏
は
そ

う
し
た
声
を
封
じ
込
め
る
圧
倒
的
な
力
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
6
番
「
悲
愴
」
の
演
奏
会
に
行
き
ま
し
た
が
、

そ
の
「
悲
愴
」
の
直
前
に
楽
団
長
か
ら
「
演
奏
後
、
世
界
中
の
コ
ロ
ナ

の
被
害
者
の
た
め
に
皆
で
黙
祷
を
捧
げ
た
い
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
過
去
に
も
音
楽
家
の
死
や
災
害
に
際
し
て
短
い
曲
を
演
奏
し

黙
祷
を
捧
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
50
分
の
大
曲
の
、
そ
れ
も
消

え
入
る
よ
う
に
終
わ
り
、
そ
の
後
の
沈
黙
も
演
奏
の
一
部
と
も
い
え
る

よ
う
な
楽
曲
の
直
後
に
全
員
で
黙
祷
を
行
う
と
い
う
の
は
極
め
て
異
例

の
こ
と
で
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
熱
演
に
よ
る
渦
巻
く
感
動
を

自
身
の
内
側
に
静
か
に
収
め
、
黙
祷
へ
と
移
行
さ
せ
る
瞬
間
。
鑑
賞
と

祈
り
の
境
目
が
分
か
ら
な
く
な
る
特
別
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
教
会
で
宗
教
曲
を
聴
く
よ
う
な
感
覚
と
い
え
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。
沈
黙
の
間
、
私
は
一
途
に
平
和
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
来
日
が
次
の
招
聘
へ
と
続
く
突
破
口
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
終

わ
っ
た
今
と
な
っ
て
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
の
た
め

に
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
用
い
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ア
を
貸
し
切
っ
て
団
員
専
用

と
す
る
な
ど
大
き
な
費
用
も
か
か
り
、
他
団
体
で
は
真
似
は
で
き
な
い

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
検
査
体
制
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
や
関
係
者
の
往
来
と
共
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
来
日
も
解
禁
さ
れ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
予
断
は
許
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
、
思
い
が
実
現
す
る
と
信

じ
て
進
ん
で
ゆ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
で
き
な
い
と
諦
め
て
し
ま
え
ば
そ

の
時
点
で
終
わ
り
と
な
る
し
、
小
さ
く
て
も
突
破
口
は
あ
る
と
考
え
て

可
能
性
を
追
求
し
、
そ
の
積
み
重
ね
の
後
に
風
が
吹
く
の
で
は
と
考
え

ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
姿
勢
が
何
よ
り
も
、演
奏
の
機
会
を
求
め
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
た
め
に
な
り
、
そ
し
て
そ
の
演
奏
を
待
ち
焦
が
れ
る
お
客

様
の
た
め
に
も
な
る
の
だ
と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。

今月のおすすめ CD

ミラノ・レリチャは日本ではあまり知られ
ていないクラリネット奏者ですが、世界トッ
プレベルのテクニックを持ち、唯一無二の
艶のある音色が魅力的なアーティストで
す。何回聴いてもその技術の高さに驚かさ
れます。このＣＤはクラリネットの定番曲
「ラプソディー・イン・ブルー」から、ピアノ
の楽曲で有名な「子犬のワルツ」、彼のテク
ニックが堪能できる「熊蜂の飛行」などな
ど幅広いラインナップとなっています。クラ
リネットに馴染みがない方にも是非聞いて
いただきたい1枚です！

CD

寒い日が続きますがいかがお過ごしでしょうか。前号でご紹介にあずか
りました桶家です。富山県育ちで寒さには耐性があるはずが、年々寒がり
になっている私でございます。冬になりますと必ず「ラ・ボエーム」が聴きた
くなって、ここ最近の家のBGMは1972年カラヤン指揮の録音です。フラ
ンスの雪降る街並みが目に浮かびます。ミレッラ・フレーニのミミがハマり

編集
後記

レーベル:Marcophon ASIN : B002VRAPQY

『Magic Clarinet』
ミラノ・レリチャ

役で素晴らしいのです。ミミのアリアは「私の名前はミミ」が有名ですが、個人的にはミミ
が恋人に別れを告げるときに歌う「あなたの愛の呼ぶ声に」が大好きです。大学時代、修
了試験でこの曲をやりたいと師匠に熱望しまして、なんとか歌わせてもらった思い出があ
ります。皆さんは季節によって聴きたくなる音楽などはございますか？

（桶家）

うちの家族のクッキーをご紹介します。クッキーは3代目のワンコとして7年前
にうちに来ました。
最初の子はミックと言いましたが呼吸器の病気で9歳のときに亡くなりました。
2代目の子はチョコと言いましたが、残念ながら交通事故に遭いわずか1年で天国
へ行ってしまいました。
その後に迎い入れたのが最初にご紹介したクッキーです。クッキーはチワワとト
イプードルのＭＩＸ犬です。クッキーは未だにトイレがちゃんと出来ず、人が見て
いないと絶対に失敗してしまいます。そんなこ
んなで、いつも床を拭くはめになります。その
上、嚙み癖もあり食いしん坊で、唯一顔がかわい
いのが取り柄でしょうか。でも出来損ないほど
かわいいということもありますけど…（親バカ）
毎日こんなクッキーと一緒に暮らしております。

我が家のクッキー
犬

シンガーシールド

10月17日に新宿文化センターで行われた東京オラトリオ研究
会によるブラームスのドイツ・レクイエムの公演は、同合唱団が
開発した「シンガーシールド」を100人近くの合唱団員の前にそ
れぞれ設置し十分な飛沫対策を行った上で開催されました。前
面と左右にナイロン製の透明シートを張り巡らせた、高さ180
㎝のスタンドの前で歌唱します。ほとんどの団員はその上でマス
クを着用していました。同団体の代表で国際的に活躍する合唱
指揮者・郡司博氏は「合唱団は相当の距離感と孤独感の中で歌
うことになる。それは今
までお隣の声を聴き調
和させながら歌ってきた
その手法とは全く違い、
新しい感覚の演奏にな
る。しかし、ここからしか
明日への一歩を踏み出
せないのである」と決意
を語っています。

スタッフによる冬のオススメ

9月から票券担当を兼任している私、「市松
模様」の座席表と格闘して眼精疲労を溜める
日々。そんな中、ふと使ったこのアイマスクが
なんとまあ気持ちの良いこと…。持続時間は
約20分だそうですが、装着数分後には優しい
暖かさとほのかな香りの中で心地いい眠気
に襲われ、いつしかそのまま夢の中。日々何か
とお疲れの方々の冬に、須らくおすすめでご
ざいます。通常のマスクタイプもあるそうで、
喉の乾燥対策にも
良さそうですね。

（久世）

花王「めぐりズム」アイマスク

朝晩はすっかり冷え
込む季節になってまいり
ました。特に朝はなかな
かベッドから出る覚悟が
決まらず、寒さと戦う毎日…だったのですが、最近は
スムーズに起き上がれるようになりました。その理
由は、友人からプレゼントでもらった湯たんぽを使
うようになったからです！寝る前にお湯を入れれば、
朝まで布団の中が温かいまま。調べてみたところ、
最近はお洒落なデザインの湯たんぽがたくさんあり
ました。寝る時のお供にぜひおすすめです！（桶家）

湯たんぽ

今年はコロナの影響により、オクトーバーフェストな
ど楽しいイベントがなくなり残念…皆さんLP聴きなが
ら（？）静かな年末になるのでは、と思っていたなか、な
んと東京・芝公園にて冬のビアガーデンとも呼ばれる
「クリスマス・ガーデンin 芝公園」が行われるそうで
す！（12/4～12/25詳細：https://christmasgarden.jp/ 
これまで日比谷公園で開催）食べ物やアルコール類な
ど、賑やかな装いはドイツの
クリスマス・マーケットを思
い出します。これまでこう
いったイベントに行ったこ
とが無い方も、ぜひこの機
会に（感染対策をした上で）
乾杯して楽しみましょう！

（宮嶋）

クリスマス・ガーデンin 芝公園

コロナ禍での合唱団の取り組み

（牧）

（桶家）
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サーカス界のトップ・アーティストが集結してフルオーケストラと共演する“夢の協奏曲”
コンチェルト



0
2
1
年
か
ら
2
0
2
2
年

に
か
け
て
は
、
個
性
豊
か
で

実
力
も
折
り
紙
付
き
の
5
つ
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
招
聘
し
ま
す
。
来
年
も

よ
り
一
層
、
芸
術
の
力
で
日
本
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

7
月
に
来
日
す
る
の
は
、
欧
州
各

地
で
名
演
を
繰
り
広
げ
、
録
音
で
も

名
盤
の
数
々
を
積
み
重
ね
て
い
る
実

力
派
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
放
送
交
響

楽
団
」。
N
響
や
新
日
フ
ィ
ル
に
も

招
か
れ
て
絶
賛
を
博
し
た
芸
術
監
督

ロ
ー
レ
ン
ス
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と
共
に
、

地
を
揺
る
が
す
重
低
音
と
清
冽
な
弦

の
響
き
で
「
ブ
ラ
1
」
を
お
贈
り
し

ま
す
。
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
の
は
、

世
界
に
誇
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

庄
司
紗
矢
香
。
彼
女
自
身
が
強
い
思

い
入
れ
を
持
つ
シ
ュ
ー
マ
ン
の
協
奏

曲
、
心
の
琴
線
に
響
く
こ
と
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
12
月
は
「
キ
エ
フ
国
立

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
」

が
来
日
し
ま
す
。
2
0
0
5
年
以

来
定
期
的
に
来
日
を
続
け
、
そ
の

度
に
各
地
で
大
評
判
を
博
し
て
〝
ス

コンサート
レポート

2
テンポプリモが贈る海外オーケストラ特集！

世
界
最
高
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、ザ
・
キ
ン
グ
ズ
・

シ
ン
ガ
ー
ズ
。「The Library

」に
続
き
、第
2
回
目
の
オ
ン
ラ

イ
ン・コ
ン
サ
ー
ト「H

eiw
a

（
平
和
）」が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
ツ
ア
ー
で
演
奏
予
定

だ
っ
た
楽
曲
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。冒
頭
の「
君

が
代
」で
は
、限
り
な
く
粋
美
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
奏
で
ら
れ
、一
瞬

に
し
て
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、メ
ン
バ
ー
自
ら
が
日
本
語

で
楽
曲
の
解
説
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
嬉
し
い
演
出
も
。

日
本
人
作
曲
家
、木
下
牧
子
が
書
き
下
ろ
し
た「
あ
し
た
の
う

た
」は
転
調
に
転
調
が
重
ね
ら
れ
た
難
曲
。で
す
が
、そ
ん
な
こ
と

を
感
じ
さ
せ
な
い
高
次
元
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
堪
能
で
き
る
1
曲

で
し
た
。

ま
た
、ビ
ー
ト
ル
ズ
、ク
イ
ー
ン
の
名
曲
な
ど
も
披
露
。ど
れ
も

男
声
の
美
し
い
響
き
を
堪
能
で
き
る
ア
レ
ン
ジ
が
施
さ
れ
、彼
ら

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
聴
き
ど
こ
ろ
が
満
載
。

そ
の
他
に
は
、「
ふ
る
さ
と
」や「
ね
む
の
木
の
子
守
唄
」、武
満

徹
の「
手
づ
く
り
諺
」な
ど
日
本
の
名
曲
で
は
、音
楽
作
り
の
緻
密

さ
に
驚
か
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
、粋
な
ア
レ
ン
ジ
、万
人
が
楽
し
め
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
。ザ・キ
ン
グ
ズ・シ
ン
ガ
ー
ズ
の
魅

力
が
存
分
に
詰
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
彼
ら
の
最
新
Ｃ
Ｄ
は
こ
ち
ら
。珠
玉
の
名
曲
と
素
晴
ら

し
い
ア
レ
ン
ジ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
録
音
し
て
い
く
ミ
ニ・ア
ル

バ
ム
・
シ
リ
ー
ズ
の
第
2

弾
と
な
る「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
V
o
l
．2
」。定
番

の
お
気
に
入
り
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
、初
め
て
録
音
す

る
新
た
な
ア
レ
ン
ジ
に
よ

る
作
品
が
収
録
さ
れ
た
1

枚
で
す
。

ザ・キングズ・シンガーズ
オンライン日本公演
～Heiwa(平和)～
The King’s Singers

Online Concert‘Heiwa’

2020年10月24日（土）

Concert Report

ラ
ブ
最
高
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〞
と
の
名
声
を

確
固
た
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
今
回
も
満
足

度
抜
群
の
超
豪
華
「
新
世
界
」＆「
第
九
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
年
末
を
彩
り
ま
す
！
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
が
第
2
の
故
郷
と
し
て
愛
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
楽
団
だ
け
に
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
作
品
も
至
高
の
演
奏
で
す
。

そ
し
て
2
0
2
2
年
4
月
に
は
、
世
界
で

も
指
折
り
の
超
名
門
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
が
、
8
年
ぶ
り

に
日
本
の
ス
テ
ー
ジ
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
と
40
年
、ズ
ー
ビ
ン
・
メ
ー

タ
と
50
年
以
上
に
渡
る
蜜
月
で
築
き
上
げ

た
、〝
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
を
超
え
る
〞
と

評
さ
れ
る
ほ
ど
の
響
き
は
も
は
や
伝
説
！
楽

団
史
上
初
め
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
生
ま
れ
の
音

楽
監
督
、
俊
英
ラ
ハ
フ
・
シ
ャ
ニ
が
タ
ク
ト

を
採
り
ま
す
。

2
0
2
1
年
5
月
に
招
聘
予
定
の
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
交
響
楽
団
」、
同
年

10
月
に
招
聘
予
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オーケストラ
 5-6月 ハンガリー・ブダペスト交響楽団
  （指揮：小林研一郎、ピアノ：ドミトリー・マスレーエフ）
 7月 ポーランド国立放送交響楽団
  （指揮：ローレンス・フォスター、ヴァイオリン：庄司紗矢香）
 10-11月 ミュンヘン交響楽団
  （指揮：ジュリアン・ラクリン、ピアノ：モナ・飛鳥）
 12月 キエフ国立フィルハーモニー交響楽団
  （指揮：ニコライ・ジャジューラ）
2022年4月 イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団（指揮：ラハフ・シャニ）
 11-12月 ザルツブルク・モーツァルテウム管弦楽団
  （指揮：トレヴァー・ピノック）

エンターテインメント
 9-10月 ピアノ・バトル
2022年1月 シルク・ドゥラ・シンフォニー
 6-7月 トリニティ・アイリッシュ・ダンス

指揮・ソロ・室内楽
 4-5月 ヤボルカイ兄弟（ヴァイオリン＆チェロ）
 4-5月 ウィーン・モーツァルトハウス弦楽四重奏団
 5-6月 ドミトリー・マスレーエフ（ピアノ）
 6月 ヴァハン・マルディロシアン（指揮・ピアノ）
 7月 ヴァレリー・ポリャンスキー（指揮）
 10-11月 エスメ弦楽四重奏団
 10-11月 ジュリアン・ラクリン（ヴァイオリン）
 11月 サラ・マクエルレイヴィ（ヴィオラ）
 12月 ダニエル・ミュラー＝ショット（チェロ）
 12-1月 ニコライ・ジャジューラ（指揮）
  ヴァハン・マルディロシアン（指揮・ピアノ）
 2月 ヴァレリー・ポリャンスキー（指揮）

 調整中 サラ・チャン（ヴァイオリン）
  ジャスミン・チェイ（フルート）
  アレクサンドル・ラム（チェロ）

次年度以降の弊社企画
調整中  ブラムウェル・トーヴェイ（指揮）
  ライアン・バンクロフト（指揮）
  マイケル・シール（指揮）
  ジャン・レイサム＝ケーニック（指揮）

邦人企画
ららら♪クラシックコンサート
川畠成道ヴァイオリン・リサイタル
横浜シンフォニエッタ（指揮：山田和樹）
假屋崎省吾×横山幸雄「ピアノと花の華麗なる世界」
みんなのうたコンサート
デーモン閣下が贈る能楽公演「幽玄悪魔」
言の葉コンサート「坂東玉三郎・天守物語」
言の葉コンサート「尾上松也・竜馬がゆく」
坂東玉三郎トークショーと素踊りの公演
片岡愛之助トークショー 　　　　  ほか

2021年度

オススメCD

イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団
（指揮：ラハフ・シャニ）

キエフ国立フィルハーモニー交響楽団
（指揮：ニコライ・ジャジューラ）

ポーランド国立放送交響楽団
（指揮：ローレンス・フォスター、ヴァイオリン：庄司紗矢香）

「ライブラリー Vol.2」
品番：SIGCD635
レーベル：Signum
発売日：2020年9月30日

ヘルシンキ大学
男声合唱団
（YL Male Voice Choir）
指揮:パシ・ヒョッキ
シベリウスがこよなく愛した合唱
大国フィンランドが誇る世界最高
の男声合唱団、ヘルシンキ大学男
声合唱団。2007年以来の悲願の
来日が、遂に実現します！今回は、
彼らの魅力についてご紹介。

当初予定されていた2021年1月の来日はコロナの影響を受け延期となり、2022年3月に来日することが決
まりました。15年振りの来日は合唱ファンならずとも注目を集めること、間違いありません。

魅力その１ 歴史が凄い！
名曲「フィンランディア」などで知られる、世界的に有名な作曲家
シベリウスがこよなく愛し、多くの初演を行ったのが、ヘルシンキ
大学男声合唱団。合唱が盛んな地域として知られる北欧で1883
年の創設以来、長きにわたり合唱界を牽引し続けてきました。さ
らにヨーロッパや北米、日本やアジアなど世界各国へ度々ツアー
を行い、絶賛を博すなど世界最高の男声合唱団の一つとして知
られています。

魅力その2 演奏が凄い！
2003年の来日ツアーで演奏されたオスモ・ヴァンスカとラハ
ティ交響楽団とのクレルヴォ交響曲は、「音楽の友」誌の年間ベス
トコンサートに選ばれるなど大絶賛を博し、音楽ファンに衝撃を
与えました。
そして今、若き音楽監督のパシ・ヒョッキの下、50名の男性によ
る歌声は、美しい和音と豊かな倍音、そして純正なハーモニーを
生み、静寂で繊細な弱音から力強く雄大なフォルテまで圧巻の
演奏を聴かせます！

魅力その3 レパートリーが凄い！
長い歴史を誇る彼らのレパートリーは、非常に膨大！フィンランドやエストニアなど北欧の作曲家をはじ
め、シューベルトやショスタコーヴィチ、間宮芳生や湯浅譲二、松下耕といった世界中の作品をレパート
リーとしています。特にシベリウスの作品については、数多くの作品の初演を創設以来果たしており、完
成度の高さは他の追随を許しません。

Vol.4

世界中でベートーヴェン生誕250周年のお祭りにな
るはずだった2020年も、いつの間にやら残りわず
か。今回は2021年注目の作曲家たちを3人ご紹介し
ます。

その他、ドップラーやボッテジーニの生誕200年、ス
テーンハンマルやツェムリンスキーの生誕150年、アー
ノルドやリードの生誕100年など、知る人ぞ知る実力
派作曲家のアニバーサリーが目白押し。ぜひこの機会
に、スポットライトを当ててみてはいかがでしょうか。

今月の 情報お 役 立 ち

ラヴェルなどフランス音楽百花繚乱の時代と比べる
とやや存在感が薄いサン＝サーンスですが、その礎
を築いた功績は途方もなく大きなもの。モーツァルト
ら古典派の音楽を敬愛していた彼だけに、端正な作
風の隅々に抒情が見え隠れする立体的な音楽が心に
染みます。
[代表作品]
交響曲第3番『オルガン付き』、組曲『動物の謝肉祭』

カミーユ・サン=サーンス(1835-1921年)
Charles Camille Saint-Saëns

没後100年

初期のセンセーショナルな代表作『春の祭典』が有名
ですが、実はその後の作風の凄まじい変貌ぶりはカメ
レオンと称されるほど。簡素ながらも鮮やかな新古典
主義のバレエ音楽『プルチネルラ』、12音音列を駆使し
た『レクイエム・カンティクルス』など、同じ作曲家とは
思えない作風の違いを聴き比べてみるのも面白いか
も知れません。
[代表作品]
3大バレエ音楽『春の祭典』『火の鳥』『ペトルーシュカ』

イーゴリ・ストラヴィンスキー(1882-1971年)
Igor Fyodorovich Stravinsky

没後50年

アルゼンチン生まれ、言わずと知れたタンゴの大家。
しかしクレーメルの録音でも有名な『ブエノスアイレ
スの四季』や、コントラバス奏者の大切なレパート
リーの一つ『キーチョ』など、クラシックの演奏家と相
性抜群なのも特徴でしょうか。
[代表作品]
『リベルタンゴ』、『オブリヴィオン(忘却)』

アストル・ピアソラ(1921-1992年)
Astor Piazzolla

生誕100年

2021年にアニバーサリーを
迎える作曲家

2021年度
追加公演
発表！

来年度の企画で急遽決定
したものをご紹介します。

坂東玉三郎
「トークショーと素踊りの公演」
「言の葉コンサート坂東玉三郎・天守物語」

　歌舞伎界を代表する坂東玉三郎が、
「今このご時世でお客様のために何がで
きるか」と考え提供するステージ。「言の
葉コンサート」は氏がこよなく愛する泉
鏡花作品の朗読公演で、2014年以来7
年ぶりに開催。また、「トークショーと素
踊り」公演は、玉三郎の踊りを観たいと
いう声に応えてトークショーと共に贈る特別公演。当代を代表する芸術
家・坂東玉三郎の想いが溢れる魅力の舞台をお楽しみあれ。

通年

ヘルシンキ大学男声合唱団（YL Male Voice Choir）
　シベリウスがこよなく愛して多くの作品を献じた団体で、スウェーデン
のオルフェイ・ドレンガーと共に「世界最高の男声合唱団」と評価されてい
る。大学生の合唱団ではなく、プロ歌手50人がヘルシンキ大学を拠点と
して活動し、フィンランドのみならず欧米アジア等世界各国から招聘され
絶賛を博す。2003年の来日時ではフィン
ランド・ラハティ交響楽団とのクレルヴォ
交響曲の演奏が「音楽の友」誌年間ベスト
コンサートとなった。今回の来日はE.イン
バル指揮東京都交響楽団によるショスタ
コーヴィチの大曲・交響曲第13番「バービ
イ・ヤール」出演が予定されており、話題
となること間違いなし。

2022年
3月10日
～22日

Recommended Artist Vol.8

今月のイチオシアーティスト 2022年
3月

音楽監督パシ・ヒョッキ。元々ソプラ
ノ歌手（！）として活躍し、合唱指揮
者としてもコンクールなどで数多く
の賞を受賞し、今注目を集めている。

世界中で絶賛されたラハティ交響楽団との録音から16年を経て行われた、名匠オ
スモ・ヴァンスカとの2度目の「クレルヴォ交響曲」。音楽監督にパシ・ヒョッキを迎
え、より美しく精緻なアンサンブルを生む今のYLが聴ける必聴盤。

オスモ・ヴァンスカ（指揮）、ミネソタ管弦楽団、トンミ・ハカラ（バリトン）、リッリ・パーシキ
ヴィ（メゾ・ソプラノ）、ヘルシンキ大学男声合唱団(合唱指揮:パシ・ヒョッキ)
シベリウス:「クレルヴォ交響曲」、交響詩「フィンランディア」、コルテカンガス:「移住者たち」
BIS　BISS-9048（2枚組）


